
倍数…ある整数を整数倍してできる整数です

例えば… ２の倍数は

３の倍数は

４の倍数は

が、それぞれの倍数です。

公倍数…いくつかの整数の共通な倍数です

２の倍数

３の倍数

２ と ３ の公倍数 は６，１２，１８…ということになります。

２の倍数

４の倍数

２ と ４ の公倍数 は，４，８，１２，…ということになります。

最小公倍数とは…公倍数の中で最小のものをいいます

２の倍数

３の倍数

２ と ３ の最小公倍数は「６」ということですね。

最小公倍数の求め方

例①．４と６の場合 ２ ４　，６ 例②．６と１６の場合 ２ ６，１６ 例③．１２と１８の場合 ２ １２，１８

２　，３ ３　，８ ３   ６　，９

４と６をわることのできる数 ２でわったら６の商は３、 ２でわったら１２の商は６、   ２　，３

この場合は「２」 ２でわった時の １６の商は８ですね。 ２でわった時の １８の商は９ですね。

「商」をかく 「商」をかく さらに、３でわれるので…

これ以上われないので、２×２×３＝１２ これ以上われないので２×３×８＝４８ これ以上われないので２×３×２×３＝３６

よって、４と６の最小公倍数は１２となる ６と１６の最小公倍数は４８となる １２と１８の最小公倍数は３６となる

例④．１２と１５と１８の場合 ３ １２，１５，１８ 例⑤．８と２０と３０の場合 ２ 　８，２０，３０

２ 　４，　５，　６ ２ 　４，１０，１５

　２，　５，　３ ５ 　２，　５，１５

　２，　１，　３

われないときは、そのまま下へ

これ以上われないので３×２×２×５×３＝１８０ これ以上われないので２×２×５×２×１×３＝１２０　われないときは、

１２と１５と１８の最小公倍数は１８０となる ８と２０と３０の最小公倍数は１２０となる   そのまま下へ

「公倍数・最小公倍数」を理解するページ
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３でわったら１２の商は４、
１５の商は５、１８の商は６ですね。
次の４，５，６は４と６だけ２でわれます。
５は２でわれないので、そのまま５を
下に書きます。

２でわったら８の商は４、２０の商は１０、
３０の商は１５ですね。
次の４，１０，１５は４と１０だけ２でわれます。
１５は２でわれないので、そのまま１５を下に書きます。
次の２，５，１５は５と１５だけ５でわれます。
２は５でわれないので、そのまま２を下に書きます。


